
　男性社会のイメージが強い建設業界。公成建設株
式会社の絹川雅則社長自身、「工事部は男性の職場」
という思い込みがあったという。縁あって現場技術
職の女性第１号となった筧瑛子さんの働きぶりは、
そんな固定観念を覆すものだった。現場では、誰よ
りも積極的に職人さんから技術を教わるなど、とに
かく勉強熱心。「その姿勢が現場の雰囲気を変え、仕
事のレベルまで上がったと現場所長から報告を受け
た時は、本当に嬉しかったですね」と絹川社長は誇
らしげに話す。筧さんは「どうしても力仕事の面な
どで、男性と同じようにできない自分がもどかしかっ
たんです」と話す様子からも芯の強さが溢れ出てい
る。男性に劣る部分は知識や資格でカバーしようと
努力を重ね、一級建築士の資格も取得。その人一倍
の努力が実り、今では周囲から一目置かれる存在に
なった。筧さんの４年後に入社した木上佳奈恵さん
も、「目標とする先輩がいてくださるのは幸せです」
と、その後ろ姿を追いつつ着実に経験を重ねている。

　産休や育休など必要に応じた女性の労働環境の整
備にあたっては、事務職の女性が中心となって道を
開いてきた実績がある。実は筧さんも、この４月か
ら技術職では初の産休・育休を取得予定。「先輩たちが
つくってくださった産休マニュアルもあって、安心
です」と微笑む。妊娠中の今も現場に出向く筧さん
のため、現場所長が率先して休憩室を設けるなどサ
ポート体制が整えられた。「優秀な人材に少しでも長
く働き続けてほしいのが会社の本音。でも、結婚、
出産など、それぞれのライフステージで本人が一番
大切とすることを応援すべきだと思っています。また、
男女にかかわらず休職がやむを得ないこともありま
す。どんな形であれ、戻りたい時に戻ってこられる
よう、復職プログラムにも力を入れ始めています」
と絹川社長。一人ひとりの生き方に寄り添う姿勢が、
「心を建てる」という社是そのままに、あたたかな心
のかよう社風を構築している。

建設現場への女性登用が周囲にも高評価
出産後も不安のない現場復帰をサポート
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